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令和５年度
重点施策推進方針

令和４年１０月７日

予 算 編 成 会 議 決 定

Ⅰ 基本的な現状認識

【時代の潮流と本県の課題】

○ 世界情勢を見渡すと、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和され、正常化に

向けた動きが続いているものの、ウクライナ情勢の長期化等によるエネルギー、

食料の供給不足や、これに伴う物価上昇等の経済的な懸念要因が増えるなど、先

行きの不透明感が高まっているとともに、脱炭素社会の実現に向けた取組の加速

化やＩＣＴ技術の急速な発展など、社会の大きな変化が起こっている。

○ 県内では、円安や物価高騰などにより、一部事業者の経営や県民生活に影響が

生じている一方で、製造業は全体として堅調に推移しているほか、７月以降、４

社のＩＣＴ関連企業や、大手自動車メーカーの一次サプライヤーの誘致が相次い

で決定するなど、ポジティブな動きも見られている。

○ こうした中、本県人口は、社会減の改善傾向は見られるものの、出生数の減少

等により自然減が拡大しており、減少に歯止めのかからない状況が続いている。

○ 人口の社会減については、高校生や県内大学生等の県内就職率の上昇のほか、

リモートワークや起業による移住者の増加など、更なる改善に向けて明るい兆し

が見え始めているが、若年層の転出超過による女性人口の減少数や減少割合が全

国の中でも高い水準となっている。

○ 女性人口の減少は、出生数の減少など、自然減の拡大にも大きな影響を及ぼし

ており、人口減少の克服に向け、若年女性の定着・回帰を図ることが急務となっ

ている。

○ 県民意識調査の結果によると、重要課題として県が力を入れるべきこととして

「若者に魅力的な働く場の確保」や、「結婚、出産、子育てのしやすい環境の整

備」、「誰もが働きやすい職場環境の整備」に対する意見が多く、秋田で「暮ら

す」あるいは「生み育てる」動機付けとなる施策を講じ、人口減少の抑制を図っ

ていくことが求められている。

○ また、本県は、豊かな水や森林、広大な農地、風力や地熱等のエネルギー源に

恵まれており、エネルギーや食料供給の不安定化、地球温暖化など世界的な課題
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に対応する可能性を有していることから、コロナ禍を乗り越え、新しい時代を迎

えるに当たり、スマート技術等を駆使した農業の生産力向上により、食料供給基

地としての役割を果たすとともに、洋上風力発電をはじめとする再生可能エネル

ギー関連産業の育成等を通じ、カーボンニュートラルの達成にも貢献し、持続的

に暮らすことのできる魅力ある秋田の実現を図っていくことが求められている。

【課題の克服に向けて】

○ こうした基本的な現状認識のもと、本県の最重要課題である人口減少問題をは

じめとした喫緊の課題の克服に向け、「新秋田元気創造プラン（以下「プラン」

という。）」に基づき、時代の変化に迅速かつ的確に対応しながら施策を積極的

に展開していく。

Ⅱ 施策重点化の視点と方向性

〇 プランの推進 ～人口減少問題の克服に向けて～

本県では、本年３月にプランを策定し、最重要課題である人口減少問題の克服に向

けて、特に注力すべきものとして位置付けた「賃金水準の向上」、「カーボンニュー

トラルへの挑戦」、「デジタル化の推進」の三つの「選択・集中プロジェクト」をは

じめとして、六つの重点戦略や三つの基本政策を着実に推進し、本県が抱える諸課題

の克服に向けて積極果敢に取り組んでいくことにしている。

前述の「基本的な現状認識」を踏まえ、プランの推進期間の２年目となる令和５年

度は、１年目の取組の成果等を土台としつつ、今年９月に作成した「政策レポート」

で取りまとめた、人口減少対策や選択・集中プロジェクトに関する施策を、全庁を挙

げて重点的に推進する。

１ 秋田で暮らす動機付けに向けた取組

人口減少対策を着実に推進するためには、これまで取り組んできた結婚・出産支

援や子育て支援のみならず、「若年女性の県内定着・回帰」や「魅力的な職場づく

り」に向けた取組を、秋田で暮らす動機付けとして、重点的に進めていくことが必

要である。

特に重点的に推進する主な施策は次のとおり。

（１）若年女性の県内定着・回帰

① 若年女性の希望に即した働く場の確保

・多様な働き方を選択できる企業誘致等

② 若年女性が能力を生かせる魅力ある職場づくり

・女性活躍推進に向けた職場環境整備への助成等

③ 若年女性のキャリアアップ等への支援

・女性活躍推進に向けた官民一体の学びの場の開催等

④ 若年女性個人への支援

・先輩女性社員との交流、創業起業支援、修学支援等
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⑤ 若年女性と県内企業のマッチング支援

・大学生の県内就職支援等

⑥ 優しさと多様性に満ちた秋田づくり

・条例制定を契機とした広報・啓発等

（２）魅力的な職場づくり

① 多様な人材の労働環境整備

・企業による柔軟な働き方の実現に向けた取組支援等

② 人材投資

・企業の人材の獲得や学び直しの取組支援等

２ 選択・集中プロジェクト

「政策レポート」において行った統計分析等に基づき、選択・集中プロジェクト

について取りまとめた、重点的に推進する施策は次のとおり。

（１）賃金水準の向上

① 労働生産性の向上

・経営規模の拡大等により賃金水準向上に取り組む企業への支援等

・成長分野の産業の育成・誘致やその産業の就業者を増やす取組等

・生産性の高い業種などへの労働移動の推進等

・ＩoＴの活用、スマート農業の普及などによる生産活動の効率化や労働生産性の

向上に向けた取組の支援等

・女性がより労働生産性の高い産業で働くことができるような取組等

・女性のキャリアアップや女性が能力を生かせる魅力ある職場づくりの支援等

② 県内就業率の向上

・慢性的に労働力が不足している業種などへの支援等

・働きやすい職場環境づくりや労働者のキャリアアップなど、企業が自ら取り組む

人材確保・人材投資への支援等

（２）カーボンニュートラルへの挑戦

① 脱炭素社会に対応した産業の構築

・洋上風力発電の継続的な導入拡大や県内への経済効果の最大化等

・国内最大級の新エネルギー供給基地や洋上風力関連産業集積拠点の形成等

・再生可能エネルギーの地産地消の促進や再生可能エネルギー関連設備のリサイク

ルの推進等

② 森林・木材によるＣＯ２吸収・貯蔵機能の強化

・林業経営体への造林地の集積や低コスト・省力造林技術の普及等

・森林資源の循環利用に向けた木材の生産流通体制の整備等



- 4 -

③ 日常生活等に伴う温室効果ガスの排出の削減

・県民の行動変容を促す新たな視点での普及啓発や市町村の温暖化対策実行計画策

定に対する伴走型支援等

・企業に対するハード面での支援やセミナーの開催や専門家の派遣などのソフト面

の対策を合わせた取組等

・農業生産の効率化と環境保全型農業の推進等

（３）デジタル化の推進

① デジタル人材の育成

・様々な業種におけるデジタル人材育成に向けた研修やセミナーの実施等

・最新のＩＣＴ教材や県内外の専門人材を活用したデジタル教育の取組等

② 暮らしと産業のデジタル化

・医療資源の有効活用と医療の均てん化を図るための地域医療ネットワークの拡大

とオンライン診療モデルの構築等

・デジタル技術を活用した地域公共交通の利便性向上に向けた取組の促進等

・デジタル技術を活用して生産性向上等に取り組む県内企業への支援と好事例の横

展開等

・センシング技術やデータ等を活用したスマート農林水産業を推進する取組等

・デジタル技術の活用によるターゲットの把握と新たな観光需要の取り込み等

③ 行政のデジタル化

・電子申請の拡充等の推進による県民の利便性の向上に向けた取組等

・オープンデータの掘り起こしと二次利用可能なデータの充実に向けた取組等

・職員のＥＢＰＭの推進を図るための県有データベースの構築等

・庁内事務の業務量調査に基づいたデジタルソリューションの実装と業務改善の取

組等

３ 六つの重点戦略、基本政策

プランに掲げる目指す姿の実現に向けて、六つの重点戦略と基本政策に基づき、

着実に推進する施策は次のとおり。

戦略１ 産業・雇用

○ 目指す姿１ 産業構造の変化に対応した県内産業の競争力の強化

・デジタルリテラシーの向上に向けた県内企業の人材育成等の取組への支援

・生産性向上や企業価値向上に取り組む県内企業の支援

・県内企業におけるプロフェッショナル人材の雇用と副業・兼業人材活用の促進

・県内定着・回帰につながる女性・若者・学生等の起業ニーズや多様化する起業形態を

捉えた支援

○ 目指す姿２ 地域資源を生かした成長産業の発展

・航空機・自動車の電動化への対応・支援

・水深３０ｍ以深の海域への洋上風力発電の導入に向けた調査・検討
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・ＤＸを牽引する県内ＩＣＴ企業の創出と成長に向けた取組への支援

○ 目指す姿３ 歴史と風土に培われた地域産業の活性化

・激変する社会経済環境を生き抜く新事業創出や事業の再構築、デジタル化等の取組へ

の支援

・再生可能エネルギー関連設備のリサイクルの推進

○ 目指す姿４ 産業振興を支える投資の拡大

・成長産業や先進的な技術を有するベンチャー企業等の誘致の推進

・進出企業のニーズに対応した工業団地の環境整備

戦略２ 農林水産

○ 目指す姿１ 農業の食料供給力の強化

・地域農業を支えるプロ農業経営体の育成と基盤整備の推進

・水田農業の生産性向上と資材高騰に対応した生産体系への転換

・アフターコロナの需要回復を見据えた国内外における流通販売戦略の推進

○ 目指す姿２ 林業・木材産業の成長産業化

・林業経営体への造林地の集積や低コスト・省力造林技術の普及による再造林の促進

・若い林業技術者の養成や林業経営体の労働力確保に向けた取組の推進

○ 目指す姿３ 水産業の持続的な発展

・漁港内の静穏域を活用した蓄養殖の推進

○ 目指す姿４ 農山漁村の活性化

・中山間地域の特色ある資源を活用した農村ビジネスの促進

・多様なタイプの「半農半Ｘ」の推進

戦略３ 観光・交流

○ 目指す姿１ 「何度でも訪れたくなるあきた」の創出

・観光産業の生産性向上と経営改善に向けた取組の推進

・アフターコロナを見据えたインバウンド対策の強化と新たな市場開拓の推進

○ 目指す姿２ 「美酒・美食のあきた」の創造

・本県食品産業を牽引する事業者の育成に向けた総合的な支援の実施

・若い世代の意欲的なビジネスアイデアの実現と「食」の磨き上げへの支援

○ 目指す姿３ 文化芸術の力による魅力ある地域の創生

・あきた芸術劇場ミルハスを核とした文化活動の活発化と鑑賞機会の充実

・地域の文化資源を生かした交流人口・関係人口の拡大

○ 目指す姿４ 活気あふれる「スポーツ立県あきた」の実現

・新体育館の整備方針の検討と合意形成

・スポーツを活用した交流人口の拡大

○ 目指す姿５ 国内外との交流と住民の暮らしを支える交通ネットワークの構築

・秋田新幹線新仙岩トンネルの整備に向けた活動の展開

・大館能代空港の羽田線３往復運航の定着に向けた取組
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戦略４ 未来創造・地域社会

○ 目指す姿１ 新たな人の流れの創出

・若者、特に若年女性の県内定着・回帰に向けた就活イベントの充実や秋田の魅力発信

・リモートワーク・ワーケーションを通じた人材誘致の推進や首都圏在住者との交流等

による関係人口の拡大

・デジタル技術を活用した移住相談体制や移住者間ネットワークの強化による受入体制

の充実

○ 目指す姿２ 結婚・出産・子育ての希望がかなう社会の実現

・結婚・出産・子育てを前向きに捉える意識の醸成

・母親と父親が共に安心して子育てできる環境づくり

○ 目指す姿３ 女性・若者が活躍できる社会の実現

・若年女性の県内定着に向けた企業経営者等への意識啓発と環境整備への支援

・夢の実現を目指す若者のチャレンジへの支援

○ 目指す姿４ 変革する時代に対応した地域社会の構築

・多様性に満ちた社会づくりの推進

・コミュニティ生活圏の形成と機能強化へ向けた取組に対する総合的な支援

○ 目指す姿５ 脱炭素の実現を目指す地域社会の形成

・県民の行動変容を促す新たな視点での普及啓発

・脱炭素先行地域など「2050カーボンニュートラル」に向けた地域づくりの促進

○ 目指す姿６ 行政サービスの向上

・効率的な行財政運営の実現に向けたデータ活用の推進

・行政事務の効率化と県民サービスの向上に向けた行政手続の電子化の推進

戦略５ 健康・医療・福祉

○ 目指す姿１ 健康寿命日本一の実現

・若年層への食生活改善に関する教育機会の創出

・がん予防についての意識の醸成

○ 目指す姿２ 安心で質の高い医療の提供

・若手医師の県内定着に向けた地域循環型キャリア形成システムの推進

・病期に応じた切れ目のない循環器病医療提供体制の構築

○ 目指す姿３ 高齢者と障害者の暮らしを支える体制の強化

・労働環境の改善や業務の効率化に資する介護ロボット・ＩＣＴの導入の促進

・医療的ケア児等への地域生活に対する支援の充実

○ 目指す姿４ 誰もが安全・安心を実感できる地域共生社会の実現

・ＳＮＳを活用した自殺に関する相談体制の強化

・里親委託の推進に向けた取組の充実

戦略６ 教育・人づくり

○ 目指す姿１ 秋田の将来を支える高い志にあふれる人材の育成

・地域資源とＩＣＴの活用によるキャリア教育の充実

・高校における最新のデジタル教材や県内外の専門人材を活用したデジタル教育の実施
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○ 目指す姿２ 確かな学力の育成

・ＩＣＴの活用による「秋田の探究型授業」の充実

・学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進

・新たな教師の学びの実現に向けた研修体制の構築

○ 目指す姿３ グローバル社会で活躍できる人材の育成

・小・中・高校一貫した英語教育の推進による英語コミュニケーション能力の育成

・オンラインを活用した海外交流の架け橋となる人材の育成への支援

○ 目指す姿４ 豊かな心と健やかな体の育成

・不登校やいじめ等の未然防止・早期対応に向けた教育相談体制の充実

・休日の部活動の段階的な地域移行に向けた支援体制の構築

○ 目指す姿５ 地域社会の活性化と産業振興に資する高等教育機関の機能の強化

・ＤＸの推進に向けた分野を超えた連携研究と先導的人材の育成に対する支援

○ 目指す姿６ 生涯にわたり学び続けられる環境の構築

・「北海道・北東北の縄文遺跡群」の魅力発信と地域活性化への活用促進

基本政策１ 防災減災・交通基盤

○ 目指す姿１ 強靱な県土の実現と防災力の強化

・頻発化・激甚化する自然災害に備えた県土の強靱化の推進

・地域防災力向上に向けた自主防災組織の活性化

○ 目指す姿２ 交流を支える交通基盤の強化

・高速道路の整備促進と幹線道路網の充実強化

・洋上風力発電の拠点となる港湾の機能強化

基本政策２ 生活環境

○ 目指す姿１ 犯罪・事故のない地域の実現

・悪質商法や特殊詐欺など消費者被害防止対策の強化

○ 目指す姿２ 快適で暮らしやすい生活の実現

・水道事業の基盤強化への支援

・犬猫の適正飼養の啓発と適正譲渡の推進

○ 目指す姿３ 安らげる生活基盤の創出

・安全・安心を支える生活道路の整備

基本政策３ 自然環境

○ 目指す姿１ 良好な環境の保全

・ＰＣＢ廃棄物の適正処理の推進

・湖の特性に応じた水質保全対策の推進

○ 目指す姿２ 豊かな自然の保全

・自然公園施設等の適正な維持管理

・ツキノワグマなどの野生鳥獣の適正な保護管理


